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はじめに 












                                                  






















 ①堤防の高さは約 3m。 
  一帯は植林されている。 
 
 ②耕地の地割は、かなり変化している。 
   →江心洲全体にあてはまる現象。 
 
 ③1950 年代の家屋が残っている。 
  墓が四つある（38 保に佃権を持つ黄達三の名あり）。 
  2006 年元旦創建の土地廟がある（次頁写真参照）。 
























  側道には木が植えてある。 
 
 ②洲泰村村民委員会。 
  隣の水路には「紅光橋」がかかる。 
 
 ③通行人のおじさんに話を聞く。 














（1）「窪地」附近――37 保と 38 保の境界 
 旧 37 保・38 保境界の堤防は、今も 1940 年代の形状のまま残っている。堤防の上は道に
なっており、依然、未舗装ではあるが、附近の住民にとっては重要な交通路である。また、
道の両側には家が並び、その外側の一段下がったところに水路が通っている。堤防上から
水路までの高低差は、37 保側が約 2 メート






































 ①37 保と 36 保の境界と思われる道。 







 ④土地の地割を測る（約 5m×60m）《下写真》。 
 









 江心洲の農地は、1947 年ごろに作製された 37 保・38 保の各地籍公佈図によると、その
ほとんどが短冊形の「旱地」であった。しかし 37 保側の農地は、現在はブドウ畑への転換
が順次進められている。そのため、「37 保地籍公佈図」（以下、「37 保公佈図」とする）に
示された 1940 年代の地割は、今では完全に失われてしまっている。一方 38 保側は、まだ
ブドウ畑にはなっておらず（現在、計画中）、野菜を栽培している。耕地の形状は、一辺が




















1930 年（午年）生まれ。採訪当時、満 76 歳。白鷺村（旧 36 保）在住。 
     日時：2006 年 12 月 21 日（木）14:00～16:00／採訪点：東宏村（旧 34 保） 
                         
 主に 1940 年代の状況を採訪した。〔 〕【 】は
各々採訪者の補足・注釈である。 
 
 ◆江心洲に来た頃の状況（1940 年代） 








たら 109 歳になる【1898 年生まれと推定される】。「大哥」（兄）は 10 歳年上で、名前
は万成蘭。弟弟（弟）は 3 歳年下で、名前は万成清である。 
   江心洲における Ego の家族の定着先は、元来の名称を東宏村という。当時、江心洲
は五保に分かれており、東宏村は 34 保と 36 保の二保に両属していた。Ego の家は旧
36 保所属であった。 





   父は、「姑媽的児子」（父の姉の男児）の夏懐民と二人で一筆の土地 14.53 畝を共同
購入した【「14.53 畝」と小数点第二位まで記憶していることに驚く】。購入資金は三株
（「三股」）に分け、父が二株、夏懐民が一株を出資したので、購入した土地も父が三





   当時、東宏村に住む人のなかで土地を最も多く有していたのは陸少軒という安徽人
で、60 畝前後を有していた。土地は 22 畝、23 畝、10 余畝の三筆に分かれていた。陸
少軒が自分で耕作していたが、雇農も雇っていた。また一部の土地は〔出租して〕佃
農が耕作していた。 
   解放前の東宏村では、自耕農が比較的多く、佃農は少なかった。東宏村は東宏郷に
属しており、東宏郷には二個の大村と五個の小村が属していた。東宏郷全体の戸数は
400 戸ほどであった3。 




   解放前後における主要作物は、小麦、「玉米」（トウモロコシ）、「黄豆」（大豆）であ












ない場所に位置しており、約 9 畝と約 5 畝に二分されていた。いずれも長方形で、Ego
の家の土地は、短辺 40 メートル×長辺 170 メートルで、「好地」は四箇所、「澇地」が
三箇所で、「好地／澇地／好地／澇地／好地／澇地／好地」の順に並んでいた。 
 ◆その他 
   「34 保玻璃図」に、土地 40 畝余を所有する「朱少安」という人が出てくるので、知
っているかどうかを採訪者が尋ねたところ、「知っている」とのこと。生きていれば 100
歳を超えている。同じく「35 保玻璃図」に計 60 余畝を所有する「朱光洲」という人が
出てくるので、知っているかどうかを採訪者が尋ねたところ、「知っている。朱少安の
同宗」とのことであった。 
   Ego は 9 歳から阜寧県で二年間勉強した。14 歳で江心洲に移住し、私塾で二年間勉
強した。16 歳で「種田工作」（農業）を開始した。Ego の知る範囲では、解放前の江心





   1947 年ごろの国民党の扶植自耕農政策について採訪者が尋ねたところ、共産党の土
地改革と「差不多」のものと聞いているが、実施されなかった。国民党が台湾に移っ
てから、台湾では土地を「国家収購、後来分給農民」したと聞いているとのこと。 
   土地改革時の階級成分は貧農であった。理由は家族数が十一人と多かったからであ
る。元来の土地 9 畝に加えて、新たに 8 畝が「分地」され、計 17 畝余になった。 
 













1931 年（未年）生まれ。採訪当時、満 75 歳。大江辺（旧 38 保）在住。 









   出生地は江蘇省宿遷県附近の大興鎮であ
る。父の趙宗修（1909 年・酉年生まれ）は        趙玉龍氏 
大興鎮で 4 畝の塩田（「塩地」）をもっていたが、Ego が 5 歳（1936 年）の時に、それ 







































きた、1940 年代の江心洲の保長名について採訪者が尋ねたところ、「父の土地は 37 保
の永定洲に所在していた。保長の名としては李開国を知っている。その前の保長は許
樹棠だった5」と回答された。また、1940 年代の洲名や村名について、「37 保に東寿上、
                                                  
5 南京市档案館所蔵の档案によれば、李開国は 1946～47 年当時の 38 保の保長であるが、許樹棠は 1946
～47 年当時の 37 保の保長である。記憶に若干のずれがあるようだ。 
          
   趙立中      
              
             
②宗康 ③宗科 ④宗修 ①玉龍氏の
生前に死去    (末子) 
          
       玉龍  










そこで「37 保公佈図」を見てみると、趙宗科の名前が、地番 17 と 18 に「佃」（佃権保有
者）として確認できる7。それらの土地は、地番 17 が堤防に面していない 10.380 畝の旱地
（短冊形）、地番 18 が堤防に面した 13.360 畝の旱地（短冊形）である。趙宗修が「有して






まり上流側である。新河口渡口は 36 保の北部に位置し、その学校は 36 保内にあったと推
定される。「36 保図（紙）」には、新河口渡口南側の地番 203 に「江心洲 36 保国民小学校」
が確認できる。趙玉龍氏が通っていた学校が、国民党が作ったことを考え合わせると、「永
定小学校」とは、永定村にあった「江心洲 36 保国民小学校」とみて間違いないだろう。こ
の他、1936～37 年ごろには、土地（佃権）の売買が 1 畝あたり 10 銀元程度で行われてい
                                                  
6 潘木山は、「37 保公佈図」によれば、佃権を 133 畝余り持っており、また南京市档案館所蔵の档案によ
れば、1946～47 年当時の 37 保の副保長である。 







◆1951 年の土地改革とその後の状況（1950～60 年代） 
   土地改革の際、新河口渡口附近は土地に比べて人口が多かったので、現住地である


































は、地番 69・71 の二筆、計 48.84 畝については、張先甲は業権と佃権を両有する所有権人





所有権人／業権人 佃 権 人 
保 地番 利用形態 
氏名 状況 人数 氏名 状況 人数 
面積
（畝）
37 69 旱地 張先甲 単独 1 ＊ ＊ ＊ 35.658
37 71 旱地 張先甲 単独 1 ＊ ＊ ＊ 13.182
37 27 旱地 馬士豪 単独 1 張先甲 単独 1 13.020
37 28 旱地 馬士豪 単独 1 張先甲 単独 1 16.320
37 78 旱地 馬士豪 単独 1 張先甲 単独 1 10.780
37 187 旱地 
周良壁・袁介
眉・阮月秋 
共同 3 張先甲 単独 1 38.592
37 213 旱地 
袁介眉・阮月
秋・周良壁 










 ◆1940 年代の 37 保・38 保全体の状況 





































1928 年（辰年）生まれ。採訪当時、満 78 歳。寿代村（旧 36 保）在住。 












































 ここで「36 保図（紙）」を見てみると、地番 281 に「佃」として凌文宝が記載されてい
る。しかし、その土地の所有権人（業権人）者は孫慶和であり、杜楊氏ではない。また面



















り役に立たなかった。耕地は、1 畝＝240 弓×1 弓の短冊形の土地を単位に構成されて







いた10。例えば、Ego の家で耕作していた 12 畝の土地は、長辺 240 弓、短辺 12 弓の
短冊形の形状であった。12 畝のうち、半分は「窪地」であった。「窪地」では今ごろ【採
訪日は 12 月 28 日】はまだ小麦を播種しない。普通の土地では冬至前の農暦十月に小
麦を播種するが、「窪地」では冬至後に播種する。解放前に水稲を栽培したことはない。
1966 年から三年間稲作を試みたが、耕地の保水性が悪く、漏水して失敗に終わった。 


























                                                  
10 1 弓は 5 尺である。 
11 南京市档案館所蔵の档案によれば、劉兆麟は 1946～47 年当時の 36 保の保長であり、楊善栄は同じく
1946～47 年当時の 36 保第 2 甲の甲長である。 
12 「36 保図（紙）」によると、36 保内に廟は存在しない。おそらく「34 保玻璃図」に見られる関帝廟お
よび土地廟を指していると考えられる。 
13 南京市档案館所蔵の档案によれば、江心洲には、某某圩辦事処と称されるものがいくつかあり、そこに
主任と複数の副主任がいることを確認できる。 
14 この問題については、本ニューズレターの「江心洲地籍図をどう読むか」参照。 
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が出てくる。しかし、今回はこれをまったく考慮せずに採訪したということである。また
「自耕農」という語についても、「所有権」をもつ者が自作している場合を指すのか、それ
とも「佃権」のみをもつ者が自作している場合も指すのかを弁別する必要がある。同様の
ことは「佃農」という語についても、「佃権」をもつ者が耕作する場合を指すのか、それと
も「佃権」でさえもたずに経営耕作している者も指すのか、という問題として存在する。
次の機会には、この点に注意して採訪したいと考える。 
 
 
おわりに 
 以上、2006 年の南京市江心洲調査についてまとめてきた。今回の調査により、これまで
地図から想像することしかできなかった江心洲の状況を確認すると同時に、台湾で収集し
た各種地図の性格についても、ある程度の信憑性を持った推測が可能になってきた。今後
は、今回できなかった 34 保の古い集落（かつて関帝廟・土地廟があった）等の調査や、さ
らなる古老への聞き取りが必要になってくる。その際には、地図のみでなく、各種文献資
料に記載された状況についても質問し、そこから当時の江心洲の社会を、具体的に描き出
すことを課題として、研究を進めていきたい。 
【28 日午前の移動ルート】 
街道
 辦事処
【28 日午前の移動ルート】 
街道 
 辦事処 
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